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本
報
告
書
に
於
い
て
、
吾
人
は
備
中
津
雲
貝
塚
並
に
肥
後
轟
貝
塚
の
接
掘
調
査
に
閲
す
る
報
告
を
接
表
せ

り
。
津
雲
貝
塚
の
費
掘
は
も
さ
醤
皐
博
士
清
野
謙
究
君
の
計
童
せ
る
所
な
る
も
、
本
考
古
皐
数
室
亦
た
助
手
島

田
貞
彦
君
を
振
し
、
実
の
脅
掘
を
助
け
た
る
の
み
な
ら
や
、
実
の
接
見
遺
物
の
大
部
分
は
清
野
博
士
よ
り
本
皐

に
寄
贈
せ
ら
れ
て
‘
敢
室
諸
員
の
研
究
調
査
を
鰹
た
る
を
以
て
、
悲
に
清
野
博
士
の
起
草
仁
係
る
同
貝
塚
人
骨

の
状
態
及
附
属
遺
物
じ
関
す
る
報
文
さ
共
に
、
島
田
君
主
(
他
諸
員
の
筆
に
成
る
土
器
石
器
等
に
闘
す
る
記
述

を
登
載
す
る
ニ
吉
、
せ
り
。

轟
貝
塚
の
費
掘
は
清
野
博
士
さ
考
古
事
教
室
の
聯
合
費
掘
に
係
る
も
の
じ
し
て
.
本
数
室
よ
り
は
余
輩
の

外
、
教
務
鴎
托
榊
原
政
職
君
之
に
携
は
り
、
各
分
携
し
て
其
の
報
告
を
作
成
せ
り
。

此
の
機
曾
に
於
い
て
、
清
野
君
は
津
雲
貝
塚
接
掘
に
際
し
て
、
同
地
の
松
枝
惣
十
郎
、
服
部
照
衣
雨
君
の
厚
意

さ
・
高
取
輝
雄
君
の
援
助
を
得
た
る
も
の
大
な
る
を
戚
謝
し
‘
叉
島
田
貞
彦
、
清
野
泰
、
岸
田
宗
一
君
等
の
協
力
に

向
っ
て
深
謝
す
る
の
意
を
表
せ
ん
こ
さ
を
請
は
れ
た
り
。
叉
た
轟
貝
塚
費
掘
に
際
し
て
、
余
等
は
同
地
の
金
田

岩
太
君
夫
妻
の
厚
意
さ
、
熊
本
牒
史
蹟
調
査
員
文
皐
士
古
賀
徳
義
、
同
卒
野
乍
、
村
上
格
君
等
の
同
情
さ
、
熊
本
醤

皐
専
門
皐
校
数
授
醤
皐
博
士
加
藤
竹
男
.
岸
田
宗
一
、
榊
原
政
職
君
等
の
助
力
に
向
っ
て
戚
謝
の
意
を
表
す
。
叉

た
余
輩
は
雨
貝
塚
接
見
の
石
器
の
石
質
じ
開
し
て
、
本
皐
致
授
理
皐
博
士
比
企
忠
及
同
小
川
琢
治
君
の
鑑
定

を
請
ひ
、
貝
類
に
関
し
て
は
奮
卒
瀬
介
館
主
任
黒
田
徳
久
米
君
の
示
殺
を
煩
し
た
り
。
記
し
て
此
等
諸
氏
仁
深

く
戚
謝
す
。
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本
報
告
書
の
寓
真
中
、
津
雲
貝
塚
の
も
の
は
笠
岡
柳
生
寓
異
館
の
撮
影
に
係
る
も
の
大
部
分
を
占
め
、
島
田

貞

彦

君

及

び

岸

田

宗

一

君

の

手

に

成

る

も

の

を

加

ふ

。轟

貝

塚

の

も

の

は

岸

田

君

及

び

余

輩

の

も

の

を

主

ご

し
て
使
用
し
、
遺
物
寓
異
の
多
数
は
谷
山
均
、
桑
名
節
両
寓
異
師
の
手
仁
成
り
地
闘
は
余
輩
の
貫
測
に
基
き
た

る
も
の
に
懐
る
。
記
し
て
以
て
業
の
負
ふ
所
を
明
に
す
。

最
後
仁
余
輩
は
津
雲
、
轟
雨
貝
塚
の
接
掘
並
仁
本
報
告
書
出
版
に
開
し
て
、
清
野
謙
衣
君
が
其
の
費
用
の
全

部
若
し
く
は
一
部
を
負
権
寄
附
せ
ら
れ
て
、
此
・
の
事
業
の
成
果
を
見
る
に
至
ら
し
め
し
も
の
あ
る
を
特
記
し

て
、
業
の
好
意
に
向
っ
て
深
大
な
る
戚
謝
を
表
す
。
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